
PIAI0

高齢者の社会的孤立とその後の要介護・死亡との関連

^AGESプロジェクト4年間の追跡研究^
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【目的】本研究では,1)同居家族以外との交流頻

度が乏しい孤立状態,および,機会のなさによる

趣味活動ヘの非参加と高齢者の健康余命(要介護

認定・死亡)との関連, 2)孤立等の解消による全

国高齢者の健康余命ヘの効果を検討した

【方法】調査は, 2003年10月に,愛知県知多半

島の6自治体の鉐歳以上の高齢者29,374名を対象

にして,郵送法によって行われた(回収率=

50.4%).本研究では,調査時点でADLが「自立」

であった13,310名を分析した.分析対象者の平均

年齢は72.8歳,女性が51.1%であった

目的変数(エンドポイント)は, 2007年10月時

点での要介護認定と死亡とした.また,各自治体

の要介護認定データと保険料賦課情報データに基

づいて,要介護ないし死亡までの期間を把握した

なお, 4年間(1,461日)での要介護ヘの移行者は

1,576名(11.8%),死亡者は1,044名(フ.8%)であ

つた.説明変数については,別居家族・親戚,お

よび,友人との「会う頻度」と「手紙・電話・メー

ルなどの頻度」のいずれもが「月に1, 2回」以下

を孤立状態とした(15.5%).また,趣味活動につ

いては,非参加理由が「きっかけや機会がなかっ

た(5.4%)」に着目した

分析には,性別,年齢,婚姻状態,等価所得,治

療疾患の有無,対象地域を統制し,上記の説明変

数を投入したCOX回帰分析を行った.そのうえで

集団寄与危険割合とその実数を推計した

【結果】性別や年齢等の基本属性を統制した上で

も,高齢者の孤立状態,および,機会の乏しさに

よる趣味活動ヘの非参加は,その後の要介護・死
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D 性別,年齢,婚姻状態,等価所得,治療疾患の有無,
対象地域を統制した

2) 2008 年の新規の要介護認定者数(597,114 名)ど, 65
歳以上の死亡者数(960,917名)に基づいて推計した
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亡に対して,統計的に有意な影響を及ぽすことが

確認された.とくに,孤立高齢者の方が1.28倍,

機会の乏しさによる趣味活動非参加者の方が1.20

倍,要介護に至りゃすく,また,それぞれ1.22倍,

139倍,死亡に至りゃすいという結果が得られた.

また,全国高齢者のうち, 2.5万人程度が孤立状態

によって要介護に至っている可能性があり, 3.1万

人程度が孤立状態によって死亡に至っている可能

性があることが示された.同様に, 0.6万人および

2.0万人程度が,機会の乏しさによる趣味活動非参

加によって要介護および死亡に至っているという

結果が得られた

【考察】疾病や所得等を統制したうえでも,高齢

者の社会的孤立は,近年取り上げられる孤立死や

自殺などの極端な状態だけでなく,高齢者全体の

要介護状態や死亡に対しても,一定のりスク要因

になることが示唆された.とくに,高齢者の社会

的孤立の解消が6万人弱の要介護や死亡を改善さ

せる可能性があり,本人が望んだ孤立状態を含め

て,社会的孤立そのものの軽減・解消に向けた政

策的介入を検討の必要性が示唆された
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